
経済学演習α(荻沼隆) 通年
政政・経演・国演

荻沼　隆

科　目　名 学期 配当年次・単位整理番号 担当教員

３年以上：４単位２０７

　この演習では、主に、不完全情報の経済学とゲームの理論を用いた経済分析を学ぶ。この
分野は、ミクロ経済学の中級レベル以上のテキストにはほとんど含まれているが、ミクロ経
済学の講義の中では、通常部分的にしかカバーできていない。この講義では、まず不完全情
報の経済学とゲームの理論の標準的な内容を学習する。その上で、限定合理性を考慮した分
析のように発展的な研究を行うか、特定の分野に関するやや現実的な応用研究を行うことを
目的とする。

（α）第１回－第15回：ミクロ経済学もしくはゲーム理論のテキストを輪読し、その内容に

ついて議論する。

（α）第16回－第30回：ゲーム理論もしくは行動経済学についてのテキストを輪読し、その

内容について議論する。

（β）第１回－第５回：今迄学んだ内容に関連する領域のテキストを読み、それについて議

論する。

（β）第６回－第30回：各自のゼミ論文のテーマについて、それぞれの段階での中間発表を

行う。

　未定。

　未定。

　学生に対する要望：ミクロ経済学とゲーム理論に関係する演習なので、演習参加者は、事

前にミクロ経済学とゲーム理論の基礎知識があることが望まれる。それがあまりない場合

は、演習での最初のテキストブックの学習の時点で、キャッチアップするやる気のあること

が前提条件になる。

不完全情報とゲームの理論を中心としたミクロ経済学

経済学科
2012

　ミクロ経済学・ゲーム理論の基本的内容を理解し、それらを現実の経済問題の分析に用い

ることができるように学習する。
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70 内容の正確さおよび問題設定・分析力を考慮する。
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